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 世界的な人口増加、バイオ燃料の必要性に伴う油脂需要増加は価格の乱高下を引き起こしている。日本

の油脂は輸入に大きく依存しており、油脂自給率の向上は急務課題である。農業人口減少、国土面積を考

慮すると、油糧作物の生産拡大は望ましくなく、他の日本独自の油脂資源確保法が必要である。本研究では、

様々なバイオマス由来糖から油脂を高生産する油脂酵母に注目し、日本独自の油脂生産プロセスに繋がる

基盤技術の開発を目標とした。 
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全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（シーズ創出ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が活用されることによる国民生活への貢献 

① 油脂酵母Rhodosporidium toruloides 産生油脂はカロテノド類を多く含む健康油脂、油脂酵母Lipomyces 
starkeyi 産生油脂は製菓用油脂として期待でき、共に食用油としての安全性も確認された。 

② 焼酎残さ糖化液に適応した変異株を取得し、酵母による油脂生産の可能性を示した。 

③ 油脂高蓄積及び低蓄積変異株の濃縮法、スクリーニング法を考案し、高頻度で油脂蓄積変異株を取得す
る方法を開発し、さらに有用な油脂高蓄積変異株を取得した。 

④ 焼酎残さからの糖製造プロセス、油脂生産酵母の連続培養プロセスについて基本技術を構築した。 

⑤ 油脂酵母総合データベースを構築し、比較ゲノム解析、比較トランスクリプトーム解析よって油脂生産に
影響を及ぼす遺伝子に関する知見を得ることで、分子育種の基盤を構築した。 

 

 本研究成果を活用した油脂生産プロセスの構築により、高品質・安全性の高い油脂を、天候や季節に依存
せずに年中持続的に生産することが可能となり、油脂の安定供給に貢献できる。 

① バイオマス中に含まれる阻害物質に適応できる酵母変異株取得法の開発により、全国の様々な地域で
排出される有用バイオマス残さへの適応が可能となった。 

② 油脂高蓄積変異株の取得法の確立、油脂酵母総合データベースの構築等により油脂生産性が向上した
油脂高生産酵母変異株の開発が可能となり、日本の油脂産業への大きな貢献が期待できる。 

③ 酵母R. toruloides産生油脂は、抗酸化能を有するカロテノイドを多く含むため、高い付加価値を有する油
脂であり、新たに健康油脂としての展開の可能性が考えられる。 
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問い合わせ先：新潟薬科大学 応用生命科学部 TEL ０２５０-２５-５１１９ 

（25019A）地域食品・醸造残さからの高品質・高機能油脂生産に向けた基盤研究 

 本研究では、様々なバイオマス由来糖から油脂を高生産する油脂酵母に注目し、日本
独自の油脂生産プロセスに繋がる基盤技術の開発を目標とした。 

天候や季節に依存せずに年中持続的に、高品質・安全性の高い油脂を安定供給可能 

本研究の開発技術により、様々なバイオマスに適応でき、さらに油脂を高蓄積できる油脂
高生産酵母変異株の取得が可能になり、日本の油脂産業への大きな貢献が期待できる。 
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膜分離型リアクターによる油脂発酵生産 

精密ろ過膜 

糖液連続投入 

膜濃縮高密度培養 

水処理用分離膜による油脂生産酵母の連続培養 
⇒ 対糖収率の向上・培養・菌体分離の一体化 
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高付加価値油脂 

研究の達成目標 

主要な成果 

Lipomyces starkeyi 産生油脂 Rhodosporidium toruloides産生油脂 

・製菓用油脂として期待 
・ステアリン酸含有量 
  アップで付加価値向上 

・カロテノイド類を多く含み健
康油脂として期待 
・酸化安定性に優れる 

国民生活への貢献 

今後の展開方向、波及効果 

・安全な食用油脂 ・安全な食用油脂 
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